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Ⅰ 注意事項 

   １．問題冊子は、試験開始の合図があるまで開いてはいけません。 

２．解答用紙の解答科目欄に「歴史総合・日本史探究」と記入・マークしてから解答してください。 

   ３．問題は 1 ページから 8 ページまであります。 

   ４．問題は持ち帰ってもよいですが、コピーして配布・使用することは法律で禁じられています。 

 

 

Ⅱ 解答上の注意 

   解答用紙は、マーク式解答用紙と記述式解答用紙の 2 種類があります。マーク式の問題で、「解

答番号は 10 」と表示のある問いに対して④と解答する場合は、下記の例のようにマークしてく

ださい。記述式の問題には「解答は 記述式解答用紙 」と表示がありますので、記述式の解答用紙

に記入してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）  

解答番号 解  答  欄 

10 ① ② ③ ● ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⓪ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題は次のページからです。 
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第１問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

589 年に中国で隋が南北朝を統一し、(A)高句麗などの周辺地域に進出しはじめると、東ア

ジアは激動の時代を迎える。倭では、大臣(B)蘇我馬子が 587 年に大連（ ア ）を滅ぼし、

592 年には（ イ ）天皇を暗殺して政治権力を握った。そして、最初の女性天皇である推

古天皇が飛鳥で即位し、国際的な緊張のもとで蘇我馬子や推古天皇の甥の厩戸王（聖徳太子）

らが協力して迅速な政治改革につとめ、国家組織の形成を進めていく。603 年には冠位十二

階、翌 604 年には(C)憲法十七条が定められた。中国との外交も(D)遣隋使の派遣により再開

され、『隋書』にみえる 600 年の派遣に続けて 607 年には（ ウ ）が遣隋使として中国に

渡った。618 年に隋が滅んで唐がおこり、強大な帝国を築くと、倭は 630 年をはじめとして

引き続き(Ｅ)遣唐使を派遣し、東アジアの新しい動向に応じて中央集権体制の確立を目指し

た。 

 

  

問１ 文中の（ ア ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  1  

 

① 阿倍 内麻呂    ② 大伴 金村    ③ 中臣 鎌足    ④ 物部守屋 

 

問２ 文中の（ イ ）に適当な語句を漢字 2 文字で答えよ。解答は  記述式解答用紙   

 

問３ 文中の（ ウ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  2  

 

① 阿倍 比羅夫    ② 犬上御田鍬   ③ 小野妹子    ④ 裴世 清    

 

問４ 文中の下線(A)の僧で 610 年に倭（日本）へ遣わされ、彩色・紙・墨の技法を伝えた

といわれる人物として適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  3  

 

① 鑑真       ② 行基       ③ 空海       ④ 曇徴  

 

問５ 文中の下線(B)が 596 年に完成させた、塔を中心に金堂などの本格的伽藍をもつ寺院

として適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  4  

 

① 飛鳥 寺（法 興寺）          ② 百済 大寺 

③ 広隆 寺               ④ 法隆 寺（斑 鳩寺） 
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問６ 文中の下線(C)の条文の内容として適当でないものを、①～④の中から 1 つ選べ。 

解答番号は  5  

 

① 国司や国造は、百姓から不当に税をとってはならない。 

② はじめて戸籍・計帳・班田収授の法をつくれ。 

③ 深く三宝（仏教）を敬え。 

④ 和を尊び、反抗したりすることのないのを基本と心がけよ。 

 

問７ 文中の下線(D)の派遣に同行して⾧期滞在したのち、中国の制度・思想・文化に関す

る新知識を倭（日本）へもたらした留学生・学問僧として適当でないものを、①～④の

中から 1 つ選べ。解答番号は  6  

 

① 吉備真備    ② 高向 玄理    ③ 南淵請安    ④ 旻  

 

問８ 文中の下線(E)とともに来日し、戒律を伝えた僧として適当なものを、①～④の中か

ら 1 つ選べ。解答番号は  7  

 

① 鑑真       ② 行基       ③ 空海       ④ 曇徴  
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第２問 次の図は天皇家の略系図である。この図について、下の問いに答えよ。 

 

 
 

 

問１ 図中の（ ア ）の天皇として適当なものを、①～④の中から１つ選べ。 

解答番号は  8  

 

① 宇多       ② 亀山      ③ 後小松     ④ 後深草 

 

問２ 図中の（ イ ）の天皇として適当なものを、①～④の中から１つ選べ。 

解答番号は  9  

 

① 宇多       ② 亀山      ③ 後小松     ④ 後深草 

 

問３ 図中の人物のうち、鎌倉幕府によって藤原将軍にかわる皇族（親王）将軍としてはじ

めて迎えられた親王として適当なものを、①～④の中から１つ選べ。解答番号は  10  

 

① 宗尊 親王    ② 惟康 親王    ③ 護良 親王    ④ 懐良 親王 

 

問４ 図中の人物のうち、はじめ天台座主であったが還俗し、吉野で挙兵し楠木正成らとと

もに反鎌倉幕府勢力を結集して、幕府軍と粘り強く戦った親王として適当なものを、①

～④の中から１つ選べ。解答番号は  11  

 

① 宗尊 親王    ② 惟康 親王    ③ 護良 親王    ④ 懐良 親王 

 

問５ 図中の人物のうち、征西大将軍となり菊池氏らを中心とする九州の南朝勢力にいただ

かれた親王として適当なものを、①～④の中から１つ選べ。解答番号は  12  

 

① 宗尊 親王    ② 惟康 親王    ③ 護良 親王    ④ 懐良 親王 

 

 

後嵯峨

宗尊親王 惟康親王

（ ア ） 伏見
後伏見

光厳

光明
花園

（ イ ） 後宇多
後二条

後醍醐
護良親王

懐良親王

〔持明院統〕  

〔大覚寺統〕  
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問６ 図中の人物のうち、1331（元弘元）年に後醍醐天皇による倒幕計画が失敗したのち、

鎌倉幕府に推されて即位した天皇として適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。 

解答番号は  13  

 

① 花園       ② 後二 条     ③ 光厳       ④ 光明  

 

問 7 図中の人物のうち、1336（建武 3）年に、京都を制圧した足利尊氏が擁立した天皇と

して適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  14  

 

① 花園       ② 後二 条     ③ 光厳       ④ 光明  

 

問 8 建武の新政が始まってから南北朝が合体（合一）するまでの間におこった出来事の説

明として適当でないものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  15  

 

 ① 建武の新政の時期、諸国には国司と守護が併置され、東北と関東にはそれぞれ陸奥将

軍府・鎌倉将軍府がおかれた。 

② 北条高時の子である北条時行が反乱をおこして鎌倉を占領した中先代の乱がおこった

が、新田義貞によって鎮圧された。 

 ③ 足利尊氏は 1338（暦応元）年に北朝によって征夷大将軍に任命されたが、尊氏は弟の

直義と政務を分担した。 

 ④ 高師直と足利直義の対立は、尊氏派と直義派の対立に発展し、1350（観応元）年に幕

府を二分する武力抗争となった。 

  

問 9 室町幕府の支配機構についての説明として適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。 

解答番号は  16  

 

 ① 将軍を補佐する管領には、足利一門の有力守護である細川・上杉・畠山が交代で任命

された。 

 ② 幕府の財政を管掌する政所の⾧官（所司）には、赤松・一色・山名・京極の 4 氏から

任命されるのが慣例であった。 

 ③ 諸国に守護が配置されたが、多くの守護は在京して幕府に出仕するのを原則とし、領

国支配は守護代に任せる形をとった。 

 ④ 幕府は将軍権力を支える軍事力の育成に努め、奉公衆と呼ばれる直轄軍を編成し、幕

府の直轄領である蔵入地の管理を委ねた。  
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第３問 次の文章を読み、下の問いに答えよ。 

 

(A)徳川吉宗は徳川綱吉以来の（ ア ）による側近政治をやめ、新設の御用取次を介し

て将軍の意思を幕政に反映させた。また、政策の実行のために旗本の大岡忠相や宿駅名主で

あった田中丘隅らの有能な人材を多く登用するとともに、（ イ ）や室鳩巣らの儒学者を

用いて、将軍みずから先頭に立って幕府政治の改革に取り組んでいく（享保の改革）。 

 幕府の当面する課題は財政にあった。支出面では倹約令を出して出費の削減につとめると

ともに、(B)足高の制を定めて人材登用と支出抑制の一石二鳥をはかっている。また、収入

面では幕府直轄領からの収入増加を重視し、不正のあった幕府代官の大量処罰、年貢率の引

き上げ、積極的な新田開発などをおこなった。さらに、財政補填のために上（げ）米の制を

定め、大名から石高１万石につき（ ウ ）石を上納させる代わりに、参勤交代の在府期間

を半減させている。 

農政では朝鮮人参・甘蔗（砂糖きび）・櫨などの栽培を奨励して殖産興業につとめるとと

もに、（ エ ）を登用して甘藷（サツマイモ）を普及させ、飢饉に備えた。また、漢訳洋

書の輸入制限を緩和し、西洋の学術の取り入れもはかっている。 

 

 

問１ 文中の（ ア ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  17  

 

① 会合衆     ② 執権      ③ 側用人     ④ 同朋衆 

 

問２ 文中の（ イ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  18  

 

① 荻生徂徠    ② 木下順庵    ③ 熊沢蕃 山    ④ 山崎闇 斎 

 

問３ 文中の（ ウ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  19  

 

① ５０      ② １００     ③ ５００     ④ １０００ 

 

問４ 文中の（ エ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  20  

 

① 青木昆陽    ② 杉田玄白    ③ 平賀源内    ④ 前野良沢 

 

問５ 文中の下線(A)の次男と四男、および⾧男の次男がたてた家（三卿）として適当でな

いものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  21  

 

① 清水家     ② 田安家     ③ 一橋家     ④ 水戸家 
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問 6 文中の下線(A)が裁判や刑罰の基準を定めるために、編纂させた法令集として適当なも

のを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  22  

 

① 御触書天保集成 ② 公事方御定書  ③ 御成敗式目   ④ 武家諸法度 

 

問７ 文中の下線(B)の具体的 な内容 について、下記の 2 語を使用して 50 字以内で説明せよ

（ただし、句読点を含む）。使用する順番は問わない。また、必要であれば同じ言葉を繰

り返して使用してもよい。解答は  記述式解答用紙   

  

    使用する言葉： 家禄、役高 
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第４問 次の史料文を読み、下の問いに答えよ。 

 

 朕 、祖 宗二 千五 百有 余 年ノ 鴻緒 ヲ嗣 キ、 中 古 紐ヲ 解ク ノ乾 綱ヲ 振 張 シ、 大政 ノ統 一ヲ 総

攬シ 、又 夙 ニ （ ア ）ノ政 体ヲ 建 テ、 後 世 子孫 継ク ヘキ ノ 業ヲ 為 サ ンコ ト ヲ 期ス 。嚮 ニ

明治 八 年 ニ （ イ ）ヲ設 ケ、 十一 年 ニ （ ウ ）ヲ開 カシ ム 。 此 レ皆 漸次 基ヲ 創 メ、 序

ニ循 テ歩 ヲ進 ムル ノ道 ニ 由ル ニ非 サル ハ莫 シ 。 爾有 衆、 亦朕 カ心 ヲ 諒 トセ ン。 顧ミ ルニ 立

国ノ 体、 国各 宜キ ヲ殊 ニ ス。 非常 ノ事 業実 ニ 軽 挙ニ 便ナ ラス 。我 祖 我 宗、 照臨 シテ 上ニ 在

リ。 遺烈 ヲ揚 ケ洪 模ヲ 弘 メ、 古今 ヲ変 通シ 、 断 シテ 之ヲ 行フ 、責 朕 カ 躬ニ 在リ 。将 ニ明 治

（ エ ）年ヲ期シ、 議員ヲ召シ国会ヲ 開キ 、以テ朕カ初志ヲ成サ ントス。 

（『法令 全書』 ） 

 

 

問１ 文中の（ ア ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  23  

 

① 藩閥      ② 復古      ③ 民権      ④ 立憲 

 

問２ 文中の（ イ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  24  

 

① 元老院      ② 枢密院     ③ 太政官     ④ 府県会 

 

問３ 文中の（ ウ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  25  

 

① 元老院      ② 枢密院     ③ 太政官     ④ 府県会 

 

問４ 文中の（ エ ）に適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  26  

 

① 十五      ② 十九      ③ 二十三     ④ 二十七 

 

問 ５  こ の 史 料 文 が 出 さ れ る 背 景 と な っ た 事 件 に 関 す る 以 下 の 説 明 文 を 読 み 、 文 中 の

（ Ｘ ）・（ Ｙ ）に入る語句の組み合わせとして適当なものを、①～④の中から 1

つ選べ。解答番号は  27  

 

    薩摩藩出身の（ Ｘ ）が⾧官を務める北海道の開拓使を廃止するにあたり、開拓

使官吏が設立を計画していた会社や、薩摩藩出身の（ Ｙ ）らが経営する関西貿易

社が開拓使の官営事業払い下げを希望する。この払い下げを不当に安い価格で行おう

としているとの批判が出たため、世論の政府攻撃が激しくなった。 

 

① Ｘ： 黒田清隆  Ｙ：渋沢栄一    ② Ｘ：松方正 義  Ｙ：渋沢栄一 

③ Ｘ： 黒田清隆  Ｙ：五代友厚    ④ Ｘ：松方正 義  Ｙ：五代友厚 
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問６ この史料文が出される背景となった事件による世論の動きと関係があるとして政府か

ら追放された参議として適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  28  

 

① 井上馨      ② 大隈重信    ③ 後藤象二郎   ④ 山県有朋 

 

問７ この史料文が出される以前の出来事として適当でないものを、①～④の中から１つ選

べ。解答番号は  29  

 

 ① 埼玉県秩父地方で、困民党と称する多数の農民が急増する負債の減免を求めて蜂起し

た。 

 ② 政府から下野して帰郷していた西郷隆盛を首領として、私学校生らの鹿児島士族を中

心とした反乱が発生した。 

 ③ 政府は新聞や雑誌で活発に政府攻撃する民権運動家たちを取り締まるため、讒謗律や

新聞紙条例などを制定した。 

 ④ 徴兵制度や学制にもとづく小学校の設置による負担の増加をきらって、多くの農民が

一揆をおこした。 

 

問８ この史料文の方針を受けて、民間でさかんにつくられた憲法私案の説明として適当で

ないものを、①～④の中から 1 つ選べ。解答番号は  30  

 

① 「五日市憲法草案（日本帝国憲法）」は神奈川県五日市町（現在の東京都あきる野市）

の人々の討論を基礎に起草されたもので、国民の権利保障に力点が置かれていた。 

② 「私擬憲法案」は慶応（應）義塾出身者、または福沢諭吉と親しい実業家を会員とす

る民間団体の交詢社が発表したもので、二院制・政党内閣制が盛り込まれていた。 

③ 「東洋大日本国国憲按」は植木枝盛によって起草されたものであり、国民主権や一院

制、抵抗権、革命権を盛り込んだ急進的なものである。 

④ 「憲法草案要綱」は高野岩三郎らの学識経験者によって結成された憲法研究会によっ

て発表されたもので、主権在民原則と立憲君主制が取り入れられていた。 

 

問９ この史料文が出された後、伊藤博文らがヨーロッパへ派遣されて憲法調査に当たった

が、その際に伊藤らが師事した法学者グナイストや、のちに来日して憲法制定に尽力し

た法学者ロエスレルの出身地として適当なものを、①～④の中から 1 つ選べ。 

解答番号は  31  

 

① イギリ ス    ② ドイツ     ③ フランス    ④ ロシア 

 

 



2025(令和7)年度　金沢学院大学
一般選抜Ⅰ期（３日目／2025年2月5日実施）

解答例【マーク式】

歴史（歴史総合・日本史探究）

正解 配点 正解 配点

1 ④ 3 17 ③ 3

2 ③ 3 18 ① 3

3 ④ 3 19 ② 3

4 ① 3 20 ① 3

5 ② 3 21 ④ 3

6 ① 3 22 ② 3

7 ① 3 23 ④ 2

8 ④ 2 24 ① 3

9 ② 2 25 ④ 3

10 ① 3 26 ③ 2

11 ③ 3 27 ③ 3

12 ④ 3 28 ② 3

13 ③ 3 29 ① 3

14 ④ 3 30 ④ 3

15 ② 3 31 ② 3

16 ③ 3

マーク 89

記述 11

計 100

解答番号 解答番号

第1問
第3問

第4問

第2問



 2025 年 2 月 5 日(水)  

 

2025(令和 7)年度 一般選抜Ⅰ期 ＜３日目＞ 

記述式解答用紙 「歴史総合・日本史探究」 

 

受験番号  氏  名  

志望学科 学科 専  攻 専攻 

※専攻欄は「経済学科」「文学科」「教育学科」受験の場合に記入してください。 
 

 

 

 第１問 問２ 

崇 峻         
 

 
配点     点 

 

 

 第３問 問７ （横書き） 

幕 府 の 役 職 に 役 高 を 設  

定 し 、 そ れ に 満 た な い  

家 禄 の 者 が 就 任 し た 場  

合 は 在 任 期 間 中 の み 不  

足 分 を 補 っ た 。    50 

 
配点     点 

 

 

解答例 

４ 

７ 


